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論文審査の結果の要旨 

 

 本研究は、アメリカ、ロサンゼルスに移住してきたイラン人を対象にして、彼らが「わたしたち」という集団の境

界をいかに策定しているのかを探る研究である。 
 
 在米イラン人は、さまざまな機会にさまざまな理由で移住してきた人たちである。彼らの宗教はさまざまである。

ムスリムもいれば、ユダヤ教徒もいる。経済的階層もさまざまである。政治的な信条から見ても、左翼もいれば王党

派もいる。そして、在米イラン人たちは、他の移住者、たとえばベトナム人や中国人のようにエスニックエンクレー

ブ（集住地域）をつくらない。 
 
 一言で言えば、在米イラン人はバラバラである。すくなくとも外部からの観察者にはそう見える。そのような在米

イラン人が、ロサンゼルスに「ペルシャ・スクエア」と呼ばれる区画を作り上げるまでの物語、それがこの論考であ

る。 
 
 序章と1章で理論的な設定、民族誌的な設定をした上で、著者は、2章から各論にはいる。2章はムスリム、3章はユ

ダヤ人について分析される。イラン人ムスリムたちは、アメリカのメインストリームの人達のもつ敵意に満ちた「イ

ラン人ムスリム」観の中で、そのステレオタイプとは違ったあたらしい「イラン人ムスリム」を作りあげていく。そ

の戦略を、著者は、サールの構成的規則と規制的規則の理論的道具立てを用いながら、分析する。3章の「ユダヤ人」

で焦点があてられるのは、さきにアメリカに来たユダヤ人たち（アシュケナージュ）との対立である。アシュケナー

ジュの歴史を繙きながら、著者は、その歴史の中に（国家による）聖と俗の分離があることを指摘する。イラン系の

ユダヤ人にそのような区別はない。在米アメリカのイラン系ユダヤ人がどのようにして聖と俗の分離を体得していく

のかを、著者は詳細な民族誌を用いて描写していく。 
 
 2章、3章で浮き彫りにされるのは「アメリカ市民であること」と「イラン系であること」の対立である。その対立

が簡単には止揚できないものであることを描くのが4章の「ペルシャ・パレス」であり、そのような困難にもかかわら

ず、それを止揚していくイラン人たちの努力を描くのが5章の「ペルシャ・スクエア」である。 
 
 著者は、大都市に住み、集住しない人々という、フィールドワークをするのに非常に困難な状況の中で、信じられ

ない程の豊富な民族誌的な情報を集めている。そしてその豊富な情報に基づいて緻密な理論的な議論を積み重ねてい

る。そして、在米イラン人たちの集団形成の戦略を見事に描き出すことに成功している。 
 
 本論文は博士（人間科学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 

 

 

 


